
第１学年 家庭科 学習案内 
 

１．学習目標 

・実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立に必要な衣食住に関する基礎的な知識と技能を習得

すると共に、家庭の機能について理解を深め、課題を持って生活をより良くしようとする能力と態度を身

につける。 

 

２．学習計画 

学期 月 学習内容 テスト計画 

 

 

 

 

 

後期             

10 

 

〇私たちの衣生活を振り返ろう。 

・着方の工夫について考えよう。 

・自分に似合う色を見つけよう。 

・自分らしさと T・P・Oについて理解しよう。 

・基礎縫いなどの衣服の手入れを学ぼう。 

・ミシン縫いを学ぼう。 

・ミシンを使いこなし、生活に役立つものの製作をしよう。 

 

 

11 

 

 

 

小テスト 

実技テスト 

第 3回到達度テスト 

12 

 

 

実習 

 

1 

 

 

・作品製作、完成。 

〇私たちの住生活を考えよう。 

・住まいの役割と安全な住まい方を学ぼう。 

・住まいの環境について理解しよう。 

・災害への対策を知ろう。 

 

 

 

・持続可能な住生活を考えよう。 

実習 

 

2 

 

 

3 

 

小テスト 

第３回到達度テスト 

 

 

３．評価の観点・方法 

評価の観点 評価方法 

知識・技能 
実習（作品製作）・到達度テスト・実技テスト・小テスト・ワークシ

ート 

思考・判断・表現 実習（作品製作）・到達度テスト・ワークシート 

主体的に学習に取り組む態度 振り返りシートの記述・ワークシート 

 

４．学習方法・流れ 

 ・衣服と社会生活との関わりを考え、目的に応じた着方や、個性を生かす着方ができるようにする。 

 ・日常着の計画的な活用、選択、手入れと補修ができるようにする。 

 ・生活に役立つものを作り、活用する。 

 ・人が住まう住居の機能と、安全で快適な室内環境の整え方を知り、より良い住まい方の工夫ができるよ

うにする。 

〇家庭科は、生きる力を育て、暮らしの感性を高める授業です。みなさんが生活していくうえでとても重

要ですので頑張りましょう。 


